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フリーフロート・スチームトラップ“JXシリーズ”は、蒸気を熱源とする様 な々プロセスに
使用できます。シリーズ全体で、下は毎時数百kgから上は毎時数十トンまで広い範囲の
ドレンをカバーし、プロセスに求められる機能を備えた究極のプロセス用スチームトラッ
プとしてTLVのスチームトラップの中でも最も広く使用されています。 

立ち上げを早くしたい

加熱効率・生産品質を
さらに高めたい

メンテナンスに手を
かけたくない

X-エレメント（自動エアベント）

フリーフロート

初期の低温エアの排気能力
多量に発生する初期低温ドレンの排出能力

運転中の高温エアの排気能力
ドレンの連続排出能力

実績に裏付けられた信頼性
主要トラップはフッ素樹脂(PTFE)
ガスケット採用によりガスケットの
再利用が可能

低温・高温エアの急速排気で
立ち上がり時間を短縮

フリーフロートとX-エレメントが
加熱効率を向上

コンパクトで大容量を実現

X-エレメントは、立ち上げの低温時には
3.5㎜の大きな弁口を開いており、初期エ
アを急速排気すると共に低温ドレンも排
出します。さらには、今まで不可能であっ
た飽和温度マイナス約６℃までの高温エ
アも急速排気できるため、装置は最短時
間で立ち上がります。

X-エレメントにはサーモ
リキッド（感温液）が封
入されており、サーモリ
キッドと水との飽和温度
の差によって開閉弁する
新しい弁機構です。

フリーフロートについては、次のページを
参照ください。

流入ドレン量に応じてフリーフロートが弁
口開度を調節し、連続的に排出するため、
装置内にドレンを滞留させません。また、
X-エレメントは、運転中の高温エアの混
入にも敏感に反応し、すみやかに排気しま
す。これらの相乗効果で装置の加熱効率
を最大限に発揮させます。
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プロセス用トラップの機能を極めると
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装置：シリンダードライヤーφ600×L1200
速度：57m/分
蒸気圧力：0.2MPaG
被加熱物：水を多量に含んだ布

【テスト条件】

使用圧力：0.8MPaG【テスト条件】

使用圧力：0.1MPaG

25℃エア（低温）

80℃エア（高温）

【テスト条件】
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トラップ内の液面を一定以上に保ちながら、弁口
からドレンを連続排出します。
  また、 ドレンが流入しない場合でも、 高精度
　　　　フリーフロートが弁口を確実にシールし
　　　　　　ます。
 　　　　　　　そのため、作動時の蒸気ロスは
　　　　　　　　　極小です。

蒸気圧力の99％＊の背圧がかかっ
てもフリーフロート型トラップは正常
に作動します。そのため、クローズド回収
などドレン回収用途に最適です。
＊Xシリーズは90％

レバーやヒンジがなく、動くのはフ
リーフロートだけのシンプル構造に加

えて、ドレン排出通路の面積を拡大、通路
壁の厚みを3mmから5mmへアップ、＊耐久性の高い材
質の選定などの耐エロージョン対策を施しています。
＊J3Xの場合

プロセスでのあらゆる条件を
満足させる、高精度なフリーフロート。

ドレン流入量に応じてフリーフロートが上下し、弁
開度を自動調節、ドレンを連続排出します。その
ため、装置内にドレンを滞留させません。

ドレンの連続排出 蒸気ロスを低減

ドレン回収にも最適  耐エロージョン設計

様々な業種、用途で活躍し続ける
信頼性の高いフリーフロート。
高精度な技術により、高い信頼性をもって様々な業種で活躍しているフリーフロート。
生産の生命線であるプロセスにおいて、安心してご使用いただけます。

■業種別用途例

製　紙 ゴ　ム 鉄　鋼

繊　維 印　刷 その他

食　品石油化学 ファインケミカル

・コルゲートマシン
・トリプルヒーター
・ロール
・熱板プレス
・ヤンキードライヤー
・抄紙器

・プレス機
・モールドプレス
・加硫釜
・ドライヤー
・熱板プレス

・溶鋼炉
・前処理槽
・防錆液加熱タンク

・エンボスロール
・シリンダードライヤー
・ラピッドブリーチ
・ロール乾燥機
・染色槽
・熱風乾燥機

・ロール乾燥機
・エロフィンヒーター
・発泡エンボス
・印刷機ヒーター

●電 力 ●電 機
●リネン ●飼 料
●建 材 ●ビ ル
●輸 送　 

・オートクレーブ
・ジャケット釜
・プレートヒーター
・煮釜　　・蒸し器
・シュリンクトンネル
・洗瓶器
・蒸煮釜

・ベーパーライザー
・濃縮槽
・熱交換器
・反応釜
・タンクヒーティング

・ロール乾燥機
・コニカルドライヤー
・濃縮槽
・ジャケット撹拌槽
・アセトン蒸発器
・精製釜
・反応釜

ド レ ン

蒸 気

低温エア

高温エア                                           

作 動

装置へ蒸気が供給される前の低温時には、X－エレ
メントは収縮した状態で弁口（A）を大きく開いてい
ます。蒸気の供給が開始されると、この弁口（A）か
らエアおよびドレン、弁口（B）からドレンがすばやく
排出されます。

初期のエアおよび低温ドレンの排出が終わ
り、蒸気が流入すると、X－エレメントは膨張
して弁口（A）を閉じ、流入ドレン量に応じてフ
ロートは浮上して弁口（B）からドレンを連続
排出します。

運転中に高温エアが流入すると、トラップ内
の温度低下をX－エレメントが敏感に検知して、
弁口（A）を開きエアをすばやく排出します。
排出が終わると温度が上昇し弁口（A）を閉じ
ます。

ドレンの流入がなくなれば、フロートは下降し
て弁口（B）を閉じます。この場合、弁口（B）は
常に水面下にあるため蒸気漏れを防止します。
以降2.3.4を繰り返します。

初期空気・ドレン排出1 ドレン排出2 高温エア排出3 閉弁状態4
A

B

AA

B B

3
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仕 様

高温高圧用フリーフロート・トラップ ＪＨシリーズ。
【特長】 ● 連続ドレン排出で加熱効率を向上

● 背圧許容度が高いためにドレン回収に最適
● 2種類の自動エアベント構造を採用。また高温高圧用にはエアベントを内蔵しない機種もあります。

●JH-Pタイプのオプション

JH-Xタイプ JH-Bタイプ JH-Pタイプ
X-エレメント(自動ブローオフ) バイメタル(自動ブローオフ) なしエアベント

機能

初期・常時エア 初期エア使用目的

プロセス プロセス
主管（JH7.2R-B,JH7.5R-B,
JH8R-Bは除く）

用途 エアの混入がほとんどない、
長期間連続運転される用途
プロセス
主管（JH7.2R-P,JH7.5R-P,
JH8R-Pは除く）

－

蓋上部構造

手動エアバルブ付き ソケットウェルド接続口付き フランジ接続口付き

JH-Vタイプ JH-Wタイプ JH-Fタイプ

5

■SJ3V-X/JXシリーズ
型式 SJ3V-X J3X JF3X J3S-X J5X JF5X J5S-X J6S-X J7X J7.2X J7.5X J8X

外観

（垂直配管用）*1

接続 ねじ込み フランジ
ねじ込み
フランジ

ねじ込み フランジ 
（ねじ込み型）フランジ ねじ込み フランジ ねじ込み フランジ

呼径 15, 20, 25 20, 25, 32, 40 20, 25 32, 40, 
50  

20, 25, 
32, 40 20, 25 15, 20, 25 15, 20, 25, 32, 

40, 50       40, 50, 80 40, 50, 65, 80 50, 80, 100

本体材質 ダクタイル鋳鉄 CV鋳鉄 ステンレス鋳鋼 ダクタイル鋳鉄 CV鋳鉄 ステンレス鋳鋼 CV鋳鉄 ねずみ鋳鉄

オリフィスNo. 2, 5, 9, 14, 22 2, 5, 8, 10, 21 2, 5, 8, 10, 16 2, 5, 10, 21 2, 5, 8, 10, 21 2, 5, 8, 10, 16 2, 5, 10, 21 2, 5, 10, 16, 21 2.5, 5, 10, 14, 
16           

0.5, 1, 2, 5, 
10, 14, 16

1, 2, 5, 10, 14, 
16            

0.5, 1, 2, 5, 
10, 14, 16

最高使用圧力PMO
MPaG

0.2, 0.5, 0.9, 
1.4, 2.2  

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 2.1  

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 1.6  

0.2, 0.5, 1.0, 
2.1        

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 2.1  

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 1.6  

0.2, 0.5, 1.0, 
2.1

0.2, 0.5, 1.0, 
1.6, 2.1  

0.25, 0.5, 1.0, 
1.4, 1.6    

0.05, 0.1, 0.2,
0.5, 1.0, 1.4, 
1.6  

0.1, 0.2, 0.5, 
1.0, 1.4, 1.6

0.05, 0.1, 0.2,
0.5, 1.0, 1.4, 
1.6  

最高作動圧力差
△PMX       MPa

0.2, 0.5, 0.9, 
1.4, 2.2  

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 2.1  

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 1.6  

0.2, 0.5, 1.0, 
2.1        

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 2.1  

0.2, 0.5, 0.8, 
1.0, 1.6  

0.2, 0.5, 1.0, 
2.1        

0.2, 0.5, 1.0, 
1.6, 2.1  

0.25, 0.5, 1.0, 
1.4, 1.6    

0.05, 0.1, 0.2,
0.5, 1.0, 1.4, 
1.6  

0.1, 0.2, 0.5, 
1.0, 1.4, 1.6  

0.05, 0.1, 0.2,
0.5, 1.0, 1.4, 
1.6  

最高使用温度 TMO ℃ 220

最大排出流量 ㎏/h 1050 710 760 1040 1020 3530 4000 9000 15600 25000
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仕 様

高温高圧用フリーフロート・トラップ ＪＨシリーズ。
【特長】 ● 連続ドレン排出で加熱効率を向上

● 背圧許容度が高いためにドレン回収に最適
● 2種類の自動エアベント構造を採用。また高温高圧用にはエアベントを内蔵しない機種もあります。

●JH-Pタイプのオプション

JH-Xタイプ JH-Bタイプ JH-Pタイプ
X-エレメント(自動ブローオフ) バイメタル(自動ブローオフ) なしエアベント

機能

初期・常時エア 初期エア使用目的

プロセス プロセス
主管（JH7.2R-B,JH7.5R-B,
JH8R-Bは除く）

用途 エアの混入がほとんどない、
長期間連続運転される用途
プロセス
主管（JH7.2R-P,JH7.5R-P,
JH8R-Pは除く）

－

蓋上部構造

手動エアバルブ付き ソケットウェルド接続口付き フランジ接続口付き

JH-Vタイプ JH-Wタイプ JH-Fタイプ

6

■JHシリーズ（JH-Xタイプ）
型式 JH3S-X JH5SL-X JH5RL-X JH7RL-X JH7.2R-X JH7.5R-X JH8R-X

外観

接続
ねじ込み

ソケットウェルド
フランジ

ねじ込み
ソケットウェルド

フランジ
ねじ込み

ソケットウェルド
フランジ

ねじ込み
ソケットウェルド

フランジ

呼径 15, 20, 25 15, 20, 25 15, 20, 25, 
40, 50  15, 20, 25 15, 20, 25, 

40, 50  25, 40 20, 25, 40, 
50       40, 50 40, 50, 80 50, 80, 100

本体材質 ステンレス鋳鋼 炭素鋼鋳鋼*2

オリフィスNo. 2, 5, 10, 14, 22, 32 5, 10, 22, 32 5, 10, 14, 22, 32 2, 5, 10, 14, 22, 32 0.5, 2, 5, 10,14, 22, 32

最高使用圧力PMO
MPaG 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2 0.5, 1.0, 2.2, 3.2 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2 0.05, 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 

3.2                          

最高作動圧力差
△PMX       MPa 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2 0.5, 1.0, 2.2, 3.2 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2 0.05, 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 

3.2                          

最高使用温度 TMO ℃ 240

最大排出流量 ㎏/h 630 1000 4080 6000 13800 26000

■JHシリーズ（JH-Bタイプ）
型式 JH3S-B JH5SL-B JH5SH-B JH5RL-B JH5RH-B JH7RL-B JH7RM-B JH7RH-B JH7.2R-B JH7.5R-B JH8R-B

外観

接続
ねじ込み

ソケットウェルド
フランジ

ねじ込み
ソケットウェルド

フランジ
ねじ込み

ソケットウェルド
フランジ

ねじ込み
ソケットウェルド

フランジ

呼径 15, 20, 25 15, 20, 25 15, 20, 25, 40, 50 15, 20, 25 15, 20, 25, 40, 50 25, 40 20, 25, 40, 50 15, 20, 25 40, 50 40, 50, 80 50, 80, 100

本体材質 ステンレス鋳鋼 炭素鋼鋳鋼*2 低合金鋼鋳鋼*2 炭素鋼鋳鋼*2　

オリフィスNo. 2, 5, 10, 14, 22, 
32              

2, 5, 10, 22, 32, 
40, 46         65 2, 5, 10, 14, 22, 

32, 40, 46    80 2, 5, 10, 14, 22, 
32, 40, 46    65 80, 100 2, 5, 10, 14, 22, 32, 40, 46 0.5, 2, 5, 10, 14, 

22, 32, 40, 46

最高使用圧力PMO
MPaG

0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2        

0.2, 0.5, 1.0, 2.2, 
3.2, 4.0, 4.6  6.5 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 

2.2, 3.2, 4.0, 4.6 8.0 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2, 4.0, 4.6 6.5 8.0, 10 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2, 4.0, 4.6

0.05, 0.2, 0.5, 
1.0, 1.4, 2.2, 
3.2, 4.0, 4.6

最高作動圧力差
△PMX       MPa

0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2        

0.2, 0.5, 1.0, 2.2, 
3.2, 4.0, 4.6  6.5 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 

2.2, 3.2, 4.0, 4.6 8.0 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2, 4.0, 4.6 6.5 8.0, 10 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2, 4.0, 4.6

0.05, 0.2, 0.5, 
1.0, 1.4, 2.2, 
3.2, 4.0, 4.6

最高使用温度 TMO ℃ 350 425

最大排出流量 ㎏/h 445 710 160 710 125 3800 770 610 5700 13000 26000

■JHシリーズ（JH-Pタイプ）
型式 JH5SL-P JH5SH-P JH5RL-P JH5RH-P JH7RM-P JH7RH-P JH7.2R-P JH7.5R-P JH8R-P

外観

接続 ねじ込み
ソケットウェルド

フランジ
ねじ込み

ソケットウェルド
フランジ

フランジ

呼径 15, 20, 25 15, 20, 25, 40, 50 15, 20, 25 15, 20, 25, 40, 50 20, 25, 40, 50 15, 20, 25 40, 50 40, 50, 80 50, 80, 100

本体材質 ステンレス鋳鋼 炭素鋼鋳鋼*2 低合金鋼鋳鋼*2 炭素鋼鋳鋼*2

オリフィスNo. 2, 5, 10, 22, 32, 40, 
46　　　　　　 65 2, 5, 10, 14, 22, 32, 

40, 46, 65　　　 80 2, 5, 10, 14, 22, 32, 
40, 46, 65         100, 120 2, 5, 10, 14, 22, 32, 40, 46 0.5, 2, 5, 10, 14, 22, 

32, 40, 46          

最高使用圧力PMO
MPaG

0.2, 0.5, 1.0, 2.2, 
3.2, 4.0, 4.6　 6.5

0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2, 4.0, 4.6, 
6.5        

8.0
0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2, 4.0, 4.6, 
6.5        

10, 12 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2, 4.0, 4.6
0.05, 0.2, 0.5, 1.0, 
1.4, 2.2, 3.2, 4.0, 
4.6               

最高作動圧力差
△PMX       MPa

0.2, 0.5, 1.0, 2.2, 
3.2, 4.0, 4.6　 6.5

0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2, 4.0, 4.6, 
6.5        

8.0
0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 
2.2, 3.2, 4.0, 4.6, 
6.5        

10, 12 0.2, 0.5, 1.0, 1.4, 2.2, 3.2, 4.0, 4.6
0.05, 0.2, 0.5, 1.0, 
1.4, 2.2, 3.2, 4.0, 
4.6               

最高使用温度 TMO ℃ 425 530 425

最大排出流量 ㎏/h 710 160 710 125 3800 445 5700 13000 26000

※  ここに示す最大排出流量は、型式内で最も多く排出する条件下での値です。実際の排出量は使用されるオリフィス（弁座）や圧力により異なります。 
詳細は右記の弊社ホームページを参照ください。

*1 SJ3V-Xは垂直配管専用です。その他の製品は水平配管専用です。
*2 ステンレス鋳鋼製も製作可能です。（ただし、圧力・温度仕様が異なる場合があります）

異常作動、事故やケガを避けるために、製品は使用範囲外で使用しないでください。ご使用の際は取扱説明書をよくお読みください。 注意

フリーフロートトラップcat_J2000.indd   6フリーフロートトラップcat_J2000.indd   6 2022/03/31   13:072022/03/31   13:07



特　許

Catalog No. 2000

Rev.4/2022(O)
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